
（別紙３）

～ R8年　3月　6日

（対象者数） 42 （回答者数） 22

～ R8年　3月　31日

（対象者数） 9 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

引き続き満足いただけるような支援を提供していきたい。

2

個々のレベルアップを図っていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

子どもたちの安全面を考えて今後も地域での交流は参加しな

い方向

2

3

○事業所名 児童発達支援らびっと

○保護者評価実施期間
R8年　2月　19日

○保護者評価有効回答数

R8年　3月　27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　4月　13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

自己評価の設問にもあるが、地域の子どもとの交流や地域住民

を招待するなどの交流がない

送迎時を見計らって子どもに関わりを持とうとしてくる地域住

民がいるので、利用児の安全を第一に考えてスタッフ間で連携

をしている

毎年保護者の皆様に嬉しいお言葉や活動内容にご理解をいただ

けている。

毎週週案を考え固定化しない取り組みや、保護者との連絡を密

に取りあっている。また年2回親子イベントを開催し、保護者

間でも繋がりができるような工夫をしている。

当施設が掲げる足育を中心に、PT・ST・保育士と多職種連携

で支援ができている。

小集団療育・個別療育はもちろん、他事業所にはない足育を療

育のルーティンとして行っている。

事業所における自己評価総括表公表


